
11
地
方
官
衙
政
庁
域
の
建
築
の
格
式
と
荘
厳
性
―
国
庁
・
郡
庁
正
殿
・
国
分
寺
金
堂
の
比
較
か
ら
―
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地方官衙政庁域の建築の格式と荘厳性
―国庁・郡庁正殿・国分寺金堂の比較から―

Ⅰ　はじめに
これまでの経緯と課題　政庁域における建物構成や
建築的特徴については、前稿で述べた通り廂の有
無・礎石化・床束などが着目すべき点である（文献９）。
特に、国庁は元日朝賀など主要な儀礼の場でもあり、
地方において国庁の建物が政庁域を荘厳する重要な
役割を果たしていた。
そこで、本稿では国庁と郡庁の正殿を対象に、そ
の規模、廂の有無、基礎構造などに着目して比較し、
両者の共通点と相違点をあきらかにすることで、国庁
と郡庁の特質を考える基礎としたい。
また、国庁が整備された一方で、天平年間には国
分寺の整備が各国に命じられ、礎石建ちで巨大な諸
堂宇が建設された。もちろん、国分寺の建立以前に
も白鳳寺院は各地に存在し、礎石や瓦葺の建物が地
方に存在したが、官の主導による国分寺の建設が、
地方における技術や建物の格式に大きな影響を与え
たことは疑いなかろう。いわゆる、定型化国庁の成立
した８世紀第１四半期と建設時期が近接しており、地
方における建築技術や格式を検討する上で、国分寺
金堂は有効な比較対象である。ゆえに当時の地方に
おいて、中心的建物であった国庁正殿と国分寺金堂
を比べることで、建築技術の差や国庁の建物の格式
について一考したい。
そして、一部の国庁を中心に、地方官衙政庁域に
は楼閣とみられる総柱建物が確認されており、政庁
域の荘厳装置の可能性がある。この政庁域の総柱建
物の構造と意味についても検討し、郡庁との空間の
比較を試みたい。
以上の検討とともに、空間の格式や国庁と郡庁の
比較、空間構成の模倣の観点から、地方官衙政庁域
の祖型についても現段階の私案を示しておきたい。
奈良時代の建物の格式　奈良時代は建物の格式を重
んじた時代で、寺院金堂を通してその傾向があきら

かになっている（文献６）。平城京の第一級寺院では、
身舎桁行５間に四面廂の付いた規模に裳階が廻る構
造で、外観上は二重とするものが多かった。この裳
階を除いた桁行７間という規模は、大極殿を超えな
い規模になるよう配慮したと考えられる（１）。これに
対し、唐招提寺をはじめとする京内第二級寺院や国
分寺の金堂は、身舎桁行５間に四面廂の付いた規模
で単層の建物とし、視覚的にも差別化を図っていた。
このように寺院金堂では、寺格によって建物の規模
や形式が差別化されていた。同様の傾向が地方官衙
にもあったのかについて、国庁と郡庁の比較を通し
て検討してみたい。

Ⅱ　国庁正殿の特徴
立地と遮蔽施設　国庁の空間中軸線上に位置する建
物を正殿と比定することが多いであろうが、まず国
庁正殿の特徴として重要であるのは、正殿が独立し、
遮蔽施設など他の構築物と接続していないという点
である。もちろん、大宰府Ⅱ・Ⅲ期のように、回廊が
接続することはあっても、いわゆる北辺殿のような形
をとり、正殿が存在しないということはない。これは
前稿で述べたように、空間における正殿の優位性の
明示ということが、国庁において重要であったことの
表れであろう。
建物規模と平面　まずは国庁正殿の建築的な特徴を
見てみよう（表１・２）。なお、表１・２については、時
期ごとに建物の数を数えているため、伯耆国庁・肥
前国庁の正殿のように、身舎が存続し続け、廂の付
け替えをおこなっているものを別の建物として数えた
計73棟を対象にした定量的な分析である。
まず、桁行規模をみると、郡庁正殿について前稿
で述べたように、偶数間ではなく奇数間とするのが基
本であろうが、郡山官衙遺跡Ⅱ－Ａ期（ＳＢ1250）、常
陸国府跡Ⅰａ・ｂ期（ＳＢ1501）、筑後国府跡Ⅰ－Ａ期
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表
１
　
国
庁
正
殿
の
建
築
的
特
徴
（
１
）

遺
跡
名

遺
構
番
号

遺
構
期

年
　
代

基
部

 
構
造

建
物

 
形
式

平
面

 
形
式

桁
行

 
間
数

桁
行

 
総
長

梁
行

 
間
数

梁
行

 
総
長

備
　
考

遺
跡
文
献

番
号

資
料
編
頁

郡
山
官
衙

Ｓ
Ｂ

12
50

Ⅱ
－
Ａ
期

７
世
紀
後
半
～
８
世
紀
初
め

掘
立

側
柱

四
面
廂

8
17

.4
5

10
.8

1
10
・

11

多
賀
城

Ｓ
Ｂ

15
0Ａ

第
Ⅰ
期

８
世
紀
前
半

掘
立

側
柱

片
廂

5
19

.7
4

11
.7

瓦
葺
、
基
壇
・
雨
落
溝
あ
り
。
建
替
。
間
柱
･階
段
。

南
側
の
み
基
壇
外
装
の
抜
取
痕
と
み
ら
れ
る
溝
あ
り

2
13
～

15

Ｓ
Ｂ

15
0Ｚ

第
Ⅱ
期

８
世
紀
中
葉
（
宝
亀

11
（

78
0）
年
焼
失
）
礎
石

側
柱

四
面
廂

7
22

.8
4

12
.0

瓦
葺
。
乱
石
積
基
壇
・
足
場
あ
り
。
建
替
。
階
段

2
13
～

15

Ｓ
Ｂ

15
0Ｂ

第
Ⅲ
－
１
期

宝
亀

11
（

78
0）
年
～
８
世
紀
末
葉

礎
石

側
柱

四
面
廂

7
22

.8
4

12
.0

瓦
葺
。
切
石
積
基
壇
・
足
場
あ
り
。
建
替
。
Ⅳ
期
ま

で
継
続
。
階
段

2
13
～

15

秋
田
城

Ｓ
Ｂ

74
8Ｂ

Ⅰ
期

73
3年
～
８
世
紀
前
葉

掘
立

側
柱

片
廂

5
18

.0
4

12
.6

3
24
・

25
Ｓ
Ｂ

74
8Ａ

Ⅱ
期

８
世
紀
前
葉
～
末
葉
・
９
世
紀
初
め
掘
立

側
柱

片
廂

5
（

18
.0
）

4
（

12
.6
）

3
24
・

25

Ｓ
Ｂ

74
5

Ⅲ
期

８
世
紀
末
葉
・
９
世
紀
初
め

 
～
９
世
紀
第
２
四
半
期

掘
立

側
柱

片
廂

5
16

.5
3

12
.0

3
24
・

25

Ｓ
Ｂ

74
6Ｂ

Ⅳ
Ａ
期

９
世
紀
第
２
四
半
期
～
第
３
四
半
期
掘
立

側
柱

片
廂

5
（

16
.5
）

3
（

12
.0
）

3
24
・

25
Ｓ
Ｂ

74
6Ａ

Ⅳ
Ｂ
期

９
世
紀
第
３
四
半
期
～

87
8年

掘
立

側
柱

片
廂

5
16

.5
3

12
.0

3
24
・

25
Ｓ
Ｂ

74
4

Ⅴ
期

87
8年
～

10
世
紀
第
２
四
半
期

掘
立

側
柱

片
廂

5
15

.0
3

9.
8

基
壇
あ
り

3
24
・

25
Ｓ
Ｂ

74
3

Ⅵ
期

10
世
紀
第
２
四
半
期
～
中
葉

礎
石

側
柱

無
廂

5
（

14
.5
）

2
ヵ

（
5.

5）
3

24
・

25

払
田
柵

Ｓ
Ｂ

11
0

Ⅰ
期

８
世
紀
末
葉
～
９
世
紀
前
半

掘
立

側
柱

片
廂

5
17

.7
0

4
12

.1
4

根
石

4
26
・

27
Ｓ
Ｂ

11
1Ａ

Ⅱ
期

９
世
紀
後
半
～
末
葉

掘
立

側
柱

片
廂

5
4

建
替

4
26
・

27
Ｓ
Ｂ

11
1Ｂ

Ⅲ
期

９
世
紀
末
葉
～

10
世
紀
前
半

掘
立

側
柱

片
廂

5
16

.6
7

4
11

.2
5

建
替

4
26
・

27
Ｓ
Ｂ

11
1Ｃ

Ⅳ
期

10
世
紀
中
葉

掘
立

側
柱

片
廂

5
16

.5
2

3
11

.1
6

建
替

4
26
・

27
Ｓ
Ｂ

11
2

Ⅴ
期

10
世
紀
後
葉
～

11
世
紀
初
め

掘
立

側
柱

無
廂

5
14

.4
5

2
6.

92
雨
落
溝
あ
り

4
26
・

27

城
輪
柵

Ｓ
Ｂ

00
1

Ⅰ
期

９
世
紀
前
半

掘
立

側
柱

廂
か
否
か

な
ど
不
明

5
15

.0
3 

9.
0

外
周
柱
穴
列
は
縁
ま
た
は
廂

5
28
・

29

Ｓ
Ｂ

00
2Ａ

Ⅱ
期

９
世
紀
後
半

掘
立

側
柱

片
廂

5
17

.5
3

10
.2

北
側
に
広
縁
ヵ
･目
隠
し
塀

6
28
・

29
Ｓ
Ｂ

00
2Ｂ

Ⅲ
期

10
世
紀
後
半

礎
石

側
柱

片
廂

5
17

.5
3

10
.2

7
28
・

29
Ｓ
Ｂ

00
3

Ⅳ
期

11
世
紀

礎
石

床
束
ヵ
片
廂

7
ヵ

21
3

10
.5

正
殿
ヵ

8
28
・

29

八
森

Ｓ
Ｂ
ａ

1
９
世
紀
第
４
四
半
期
後
半

 
～

10
世
紀
第
１
四
半
期
前
半

礎
石

側
柱

無
廂

7
18

.9
3

9.
67

雨
落
溝
あ
り

7
30

常
陸
国
府

Ｓ
Ｂ

17
02

初
期
官
衙

７
世
紀
末
葉
～
８
世
紀
初
め

掘
立

側
柱

二
面
廂
ヵ

5以
上

12
.9
以
上

1以
上

2.
7以
上

8
39
・

40
Ｓ
Ｂ

15
01

Ⅰ
ａ
・
ｂ
期

８
世
紀
前
半

掘
立

側
柱

片
廂

6
15

.3
4

10
.8

8
39
・

40
Ｓ
Ｂ

15
02
ａ

Ⅱ
期

８
世
紀
中
葉

掘
立

側
柱

片
廂

7
21

.0
4

12
.3

建
替

8
39
・

40
Ｓ
Ｂ

15
02
ｂ

Ⅲ
a・
ｂ
期

９
世
紀

掘
立

側
柱

片
廂

7
21

.0
4

12
.3

建
替
。
Ⅲ
ｂ
期
ま
で
継
続

8
39
・

40

武
蔵
国
府

M
69
－
Ｓ
Ｂ

7ｃ
８
世
紀
前
葉

掘
立

側
柱

四
面
廂
ヵ

7
ヵ

（
20

.6
）

4
11

.6
正
殿
ヵ
。
建
替

9
59
・

60
M

69
－
Ｓ
Ｂ

7ｂ
８
世
紀
中
葉

掘
立

側
柱

四
面
廂
ヵ

9
ヵ

（
26

.6
）

4
11

.6
正
殿
ヵ
。
建
替
。
根
石
ヵ

9
59
・

60
M

69
－
Ｓ
Ｂ

7ａ
９
世
紀
中
葉

礎
石

側
柱

四
面
廂
ヵ

9
ヵ

（
26

.6
）

4
11

.6
正
殿
ヵ
。
建
替

9
59
・

60

美
濃
国
府

Ｓ
Ｂ

30
00
Ａ

第
１
期

８
世
紀
前
半

掘
立

側
柱

四
面
廂
ヵ

7
ヵ

（
23

.4
）

4
12

.0
建
替

10
71

Ｓ
Ｂ

30
00
Ｂ

第
２
期

８
世
紀
中
葉

掘
立

側
柱

四
面
廂
ヵ

7
ヵ

（
23

.4
）

4
12

.0
建
替

10
71

Ｓ
Ｂ

30
00
Ｃ

第
３
期

９
世
紀

礎
石

側
柱

四
面
廂
ヵ

7
ヵ

（
23

.4
）

4
12

.0
基
壇
あ
り
。
建
替

10
71

三
河
国
府

Ｓ
Ｂ

50
1Ａ

Ⅰ
期

８
世
紀
末
～
９
世
紀
半
ば

掘
立

側
柱

四
面
廂

7
22

.5
4

12
.6

建
替
。
か
つ
て
前
面
に
孫
廂
の
想
定
案
あ
り

11
75
・

76
Ｓ
Ｂ

50
1Ｂ

Ⅱ
期

９
世
紀
半
ば
～

10
世
紀
初
め

掘
立

側
柱

四
面
廂

7
22

.5
4

12
.6

建
替

11
75
・

76

Ｓ
Ｂ

50
1Ｃ

Ⅲ
期

10
世
紀
初
め
～
半
ば

礎
石
ヵ
側
柱

四
面
廂

7
22

.5
4

12
.6

雨
落
溝
・
地
業
あ
り
。
建
替
。
総
地
業
。
地
下
式
礎

石
を
と
も
な
う
掘
立
柱
建
物
ヵ

11
75
・

76

伊
勢
国
府

Ｓ
Ｂ

06
８
世
紀
後
半
～

礎
石

不
明

不
明

7
ヵ

（
25

.2
）

瓦
葺
、
基
壇
・
地
業
あ
り
。
７
×
５
間
四
面
廂
建
物
ヵ

12
78
・

79

伊
賀
国
府

Ｓ
Ｂ

10
56

政
庁
１
期

８
世
紀
末
葉
～
９
世
紀
前
半

掘
立

側
柱

片
廂

5
15

.0
3

8.
4

13
82
・

83
Ｓ
Ｂ

10
55

政
庁
２
期

９
世
紀
前
半
～

10
世
紀
前
半

掘
立

側
柱

三
面
廂

7
20

.7
3

8.
3

13
82
・

83
Ｓ
Ｂ

10
60

政
庁
３
期

10
世
紀
前
半
～
後
半

礎
石

側
柱

無
廂

5
15

.0
2以
上

6以
上

５
×
３
間
（

15
.0
×

9.
0m
） ヵ

13
82
・

83
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表
２
　
国
庁
正
殿
の
建
築
的
特
徴
（
２
）

遺
跡
名

遺
構
番
号

遺
構
期

年
　
代

基
部

 
構
造

建
物

 
形
式

平
面

 
形
式

桁
行

 
間
数

桁
行

 
総
長

梁
行

 
間
数

梁
行

 
総
長

備
　
考

遺
跡
文
献

番
号

資
料
編
頁

近
江
国
府

前
殿

Ⅰ
期

８
世
紀
中
葉
～
９
世
紀
初
め

礎
石

不
明

不
明

7
ヵ

（
23

.1
）

5
ヵ

（
15

.0
）

瓦
葺
、
瓦
積
基
壇
・
磚
の
雨
落
溝
あ
り
。
Ⅲ
期
ま
で

継
続
ヵ
。
基
壇
規
模

27
.9
×

19
.3

 m
14

84
・

85

平
安
京
右
京

一
条
三
坊

Ｓ
Ｂ

08
Ⅱ
－
ａ
期

８
世
紀
末
葉

掘
立

側
柱

二
面
廂

7
20

.7
9

4
11

.8
8

瓦
葺
。

15
26

8

Ｓ
Ｂ

09
Ⅱ
－
ｂ
期

～
９
世
紀
初
め

掘
･  

礎
併

側
柱

二
面
廂

7
20

.7
9

5
15

.7
4

瓦
葺
。
南
に
孫
廂
（
出

3.
86

1 
m
） 。
身
舎
は
礎
石
･廂
と

孫
廂
は
掘
立
柱
。

15
26

8

因
幡
国
府

Ｓ
Ｂ

10
1

Ⅳ
期

掘
立

側
柱

二
面
廂

5
12

.0
0

4
10

.8
0

正
殿
ヵ
。
東
に
も
廂
が
あ
っ
た
可
能
性
あ
り

16
10

1
不
入
岡

Ｓ
Ｂ

73
Ｂ
Ⅰ
期

８
世
紀
前
半

掘
立

側
柱

四
面
廂

6
14

.1
4

8.
1

17
10

8

伯
耆
国
府

Ｓ
Ｂ

04
Ａ

Ⅰ
期

８
世
紀
後
半

掘
立

側
柱

片
廂

5
15

.0
4

10
.5

瓦
葺
ヵ

18
10

6・
10

7
Ｓ
Ｂ

04
Ｂ

Ⅱ
期

９
世
紀
初
め

掘
立

側
柱

片
廂

5
15

.0
4

12
.0

瓦
葺
ヵ

19
10

6・
10

7

Ｓ
Ｂ

04
Ｃ

Ⅲ
期

９
世
紀
中
葉

礎
石

側
柱

無
廂

5
15

.0
3

7.
2

瓦
葺
、
縁
あ
り
。
Ⅱ
期
よ
り
廂
消
滅
。
南
面
中
央
３

間
に
縁
（
出

1.
8 

m
） 。

4.
8 

m
の
南
廂
あ
り
ヵ
。
Ⅳ
期
ま

で
継
続

20
10

6・
10

7

出
雲
国
府

Ｓ
Ｂ

02
0（
古
）
Ⅱ
－
２
期
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